




























獣医(11)

化日

( 2 )次の文邸を読んで続く問いに答えよ。 なお， 計符結果は有効数字3桁で示せ。 また ， 必

要があれば ， 原子批はN=l4.0, 0=16.0, S=32.0, Mn=54.9, 1=127を用いよ。

ハンガリー の化学者ウインクラ ー により提案され， その後改良されたウインクラー・アジ化

ナトリウム変法として知られるヨウ素滴定法を用いて， 河川水に含まれる溶存酸素砿の測定を

行った。 なお， この測定に使用した各種試薬溶液に含まれる溶存酸素祉は無視できるもので

あった。

まず ， 滴定に使用するチオ硫酸ナトリウムNaふ03 水溶液の正確な濃度を求めた。 硫酸酸性

条件下において正確な涙度のヨウ素酸カリウムKI03 水溶液を一定砒取り， 過剰砿のヨウ化

カリウムKI 水溶液を加えた。 これにより， （a）ョウ化物イオンはヨウ素酸イオンにより酸化さ

れてヨウ素I2になった。 これに ， （b）指示薬としてデンプン水溶液を加え ， さらに， 事前に調

製しておいた
(
c)チオ硫酸ナトリウム水溶液で滴定することで ， ヨウ素との酸化返元反応が起

ュ ， 最終的に ， チオ硫酸ナトリウム水溶液の正確な濃度を得た。

次に， 実際の河川水試料について ， 浴存酸素批を測定した。 現地で空気が入らないように試

料水lOOmLを密閉容器に入れ， 硫酸マンガン(Il)水溶液1.00 mLとアルカリ性ヨウ化カリウ

ムーアジ化ナトリウム水溶液を適砿加えた。 これにより ， 反応式(1)のように ， マンガン(Il)イ

オンは水酸化マンガン(Il)として沈殿し， さらに 反応式(2)のように， 水酸化マンガン(Il)

は試料水lOOmLに含まれるすべての溶存酸素と反応した。

Mn2 • + 20H ― 
—―· Mn (OH)2 ↓ 反応式(1)

Mn(OH)2 + 02 - 2Mn0(0H)2 反応式(2)

この試料水を研究室に持ち焔り． 希硫酸1.00 mLを添加して酸性にすると，
（
d）反応式(2)で

生じたマンガン化合物の沈殿はすべて溶解するとともに ， 共存するヨウ化物イオンは酸化され

左。 密閉容器内のすべての溶液を三角フラスコに移し入れ． デンプン水溶液を適紐加えてか

ら． 正確な濃度を求めた水溶液から調製した0.0250 mol/Lチオ硫酸ナトリウム水溶液を用い

て ビュレットで3.62 mL滴下することで終点になった。
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「 2Mn(OH)2 」と表記しなければならないところ、
「 Mn(OH)2」と誤記されていた。
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